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（8月31日現在）

世帯数1303世帯
人　口　帥42人
（前月比　4人増）
（男）　糾31
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な
く
そ
う
交
通
事
故

秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
二
十

六
日
、
柿
原
人
H
で
溝
口
警
察
署
の
協

力
を
え
て
、
町
交
通
安
全
指
導
員
や
町

交
通
安
全
母
の
会
ら
が
　
〃
テ
ン
ト
村
作

戦
〃
を
行
い
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
こ
の
日
は
警
察
官
に
誘
導
さ
れ
て
次

々
と
止
ま
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
け
て
安
全
運
転
を
」
と

呼
び
か
け
な
が
ら
、
ナ
シ
や
チ
ラ
シ
を

配
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
道
わ
き
に
巨

大
な
け
ボ
ウ
キ
を
立
て
「
み
ん
な
で
守

ろ
う
交
通
法
規
（
ホ
ウ
キ
）
」
　
と
〃
ホ

ウ
キ
作
戦
〃
も
行
い
ま
し
た
。

こ
と
し
に
入
っ
て
か
ら
本
町
で
発
生

し
た
交
通
事
故
は
、
九
月
一
日
現
在
で

五
十
四
件
（
前
年
同
期
四
十
六
件
）
、

死
者
一
人
（
前
年
同
期
〇
人
）
と
い
ず

れ
も
前
年
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
交
通
ル
」
ル
を
正
し
く
認
識
し
、

お
互
い
が
注
意
し
あ
っ
て
、
み
ん
な
の

力
で
交
通
事
故
を
な
く
し
た
い
も
の
で

す
。
事
故
絶
滅
の
た
め
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲
柿
原
入
口
で
〝
テ
ン
ト
村
作
戦
″
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江　　府　　町　　報－

すでに連絡週報でお知らせしましたが、10

月1日から町内のバス路線が一部変更になり

ます。今一度変更の主旨を理解していただき、

ご協力をお願いします。

第174号－

みんなで守ろう

バス路線変更

年
々
増
え
る
補
助
金

現
在
町
内
の
バ
ス
路
線
は
、
利
用

者
の
減
少
で
毎
年
大
き
な
赤
字
を
出

し
続
け
て
お
り
、
日
ノ
丸
自
動
車
会

社
に
支
払
っ
た
補
肋
金
は
、
別
表
の

と
お
り
う
を
ぎ
の
ぼ
り
で
、
昭
和
五

十
七
年
度
は
一
∵
〇
一
〇
千
円
で
、

倉
吉
市
に
次
い
で
県
下
二
番
目
で
す
。

過
去
に
お
い
て
も
昭
和
五
十
二
年
度

は
、
ワ
ン
マ
ン
バ
ス
の
購
入
、
バ
ス

回
し
場
整
備
な
ど
で
一
八
、
二
▲
画

千
円
と
高
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑳

低
い
乗
車
密
度

町
内
の
バ
ス
路
線
は
、
別
表
の
と

お
り
七
路
線
（
系
統
）
で
、
こ
の
な

か
で
も
っ
と
も
平
均
乗
車
密
度
の
低

い
の
が
日
光
線
で
二
・
五
人
、
鏡
ケ

成
線
で
二
・
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
在
る
路
線
は
、
こ

の
乗
車
密
度
に
よ
っ
て
分
か
れ
、
第

二
種
生
活
路
線
と
第
三
種
生
活
路
線

が
対
象
に
在
り
ま
す
。
第
三
種
生
活

路
線
は
、
平
均
乗
車
密
度
が
五
人
未

満
の
路
線
、
第
二
種
生
晴
路
線
は
、

五
人
以
上
十
五
人
未
満
の
路
線
、
第

一
種
生
活
路
線
は
、
十
五
人
以
上
の

路
線
で
す
。

補
助
金
の
し
く
み
は
、
第
二
種
生

活
路
線
は
、
バ
ス
運
行
に
お
け
る
収

益
が
経
常
費
用
の
2
7
以
上
で
あ
れ
ば

す
べ
て
国
・
県
が
負
担
し
ま
す
。
ま

た
、
経
常
費
用
の
2
7
未
満
の
場
合
は
、

経
常
費
用
の
1
7
を
図
・
県
が
負
担
し

町
が
そ
の
残
り
（
1
7
が
限
度
額
）
を

支
払
い
ま
す
。
他
市
町
村
を
経
由
し

て
い
る
路
線
は
、
市
町
村
内
を
走
る

距
離
に
応
じ
て
、
補
助
金
が
分
配
さ

れ
ま
す
。
第
三
種
生
活
路
線
は
、
経

常
費
用
の
与
を
町
が
負
担
し
、
国
・

県
が
ユ
4
ず
つ
支
払
い
ま
す
。
昭
和
五

十
七
年
度
に
は
、
二
、
〇
一
〇
千

円
の
う
ち
九
、
一
二
〇
四
千
円
を
支
払

っ
て
い
ま
す
。

四
系
統
の
補
助
金
が

打
ち
切
り
に

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
第
二
一

種
生
活
路
線
が
、
今
年
度
で
国
・
県

の
補
助
金
が
打
ち
切
り
に
な
り
ま
す
。

町
内
に
は
、
打
ち
切
り
に
を
る
路
線

が
、
大
平
原
線
、
錬
ケ
成
線
、
日
光

線
、
大
河
原
線
の
四
系
統
あ
り
ま
す
。

住
民
の
足
で
あ
る
バ
ス
運
行
を
維

持
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
が
一
人
で
も

多
く
バ
ス
を
利
用
し
て
頂
き
、
第
二

種
生
活
路
線
に
格
上
げ
に
在
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

こ
の
た
び
路
線
変
更
さ
れ
る
の
も
、

運
行
経
費
の
赤
字
を
少
を
く
す
る
た

⑳

町
長
日
誌

＊
8
　
月

1
日
㈲
　
農
株
事
業
入
札
、

町
婦
人
印
体
通
路

協
議
会
十
同
年
記

念
総
会

2
日
0
0
　
住
田
孝
治
氏
建
設

大
臣
受
彰
祝
賀
会
、

山
陰
テ
ニ
ス
大
会

（
小
学
校
の
部
）

3
日
㈱
　
庁
内
会
、
町
畜
産

品
評
会
、
森
林
組

合
役
員
会

4
日
㈱
　
臨
時
町
議
会

5
日
㈲
　
水
道
事
業
入
札
、

俣
野
川
発
電
所
建

設
所
長
及
び
半
の

上
役
員
来
庁
、
農

業
用
ダ
ム
会
議

6
且
…
消
防
ポ
ン
プ
操
法

検
閲

7
日
㈱
　
県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
　
（
米
子
）
、

武
庫
部
落
行
政
座

談
会

8
日
㈱
　
夜
板
橋
し
ゅ
ん
工

式

9
日
0
0
　
中
国
横
断
自
動
車

道
総
会
（
米
子
）
、

中
電
本
社
副
社
長

Soumu
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江　　府　　町　　報

みんなの足は

10月1日から

⑳

め
の
対
策
と
し
、
ま
た
、
バ
ス
路
線

を
維
持
す
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

主
な
変
更
は
、
日
光
線
が
、
吉
原

入
口
を
停
留
所
と
し
、
広
域
農
道
経

由
中
大
河
原
行
き
に
、
ま
た
、
従
来

の
中
大
河
原
線
は
、
貝
田
止
め
と
な

り
ま
す
。
俣
野
線
に
つ
い
て
は
、
従

来
新
道
地
区
内
を
経
由
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
国
道
一
八
一
号
線
を
通
り

農
協
神
奈
川
支
所
前
を
経
由
し
ま
す
。

米
沢
線
は
、
大
平
原
線
と
鏡
ケ
成
線

の
二
系
統
で
し
た
が
、
一
系
統
と
し

大
平
原
経
由
鏡
ケ
成
行
き
に
を
り
、

鏡
ケ
成
行
き
は
、
春
、
夏
、
秋
、
冬

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
等
の
季
節
運
行
と

な
り
ま
す
。

凰　　バス路線変更系統図

過疎バス補助金の推移（本町分）

自
家
用
車
が
年
々
普
及
し
、
住
民

の
足
で
あ
る
は
ず
の
バ
ス
も
利
用
者

が
減
る
こ
と
に
今
日
の
バ
ス
問
題
の

課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
バ
ス
運

行
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
騒
ぐ
の
で
は

な
く
、
み
を
さ
ん
の
積
極
的
な
バ
ス

利
用
で
赤
字
路
線
の
解
消
を
図
り
、

み
ん
な
の
足
は
み
ん
な
で
守
る
こ
と

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

1
0
日
㈱

1
1
日
㈱

12
日
働

16
日
㈹

1
7
日
0
0

18
日
㈱

1
9
日
働

2
0
日
㈹

2
2
日
㈲

2
3
日
㈹

2
4
日
㈹

2
5
日
㈱

運 行 系 統　 凡 例

既運行路線

廃止 （変更）路線

新規 （変更）路線

季節運行

来
庁
県
農
林
部
水
産
課

長
来
庁

西
部
町
村
長
会
（

米
子
）
在
勤
十
七
夜
前
夜
祭

十
七
夜
祭

在
勤
西
部
町
村
議
会
議

員
研
修
会
（
米
子
）

農
業
用
ダ
ム
協
議

会在
勤
自
衛
隊
説
明
会
、

郡
共
済
組
合
役
員

来
庁
俣
野
川
発
電
所
建

設
所
交
通
安
全
防

犯
協
力
会

在
勤
大
山
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
し

ゆ
ん
工
式

郡
議
会
議
員
野
球

大
会
（
江
府
町
）

在
勤
町
農
協
創
立
二
十

同
年
記
念
大
会
、

四
県
四
郡
市
体
育

大
会
（
江
府
町
）

在
勤
在
勤
三
町
衛
生
施
設
組

合
議
会
定
例
会

Soumu
四角形

Soumu
四角形



九
月
定
例
町
議
会

九
月
定
例
町
議
会
は
、
九
月
十
二
日
か
ら
三

日
間
の
会
期
で
ひ
ら
か
れ
、
町
長
提
出
の
全
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報Tm
P府江

昭
和
五
十
八
年
度
梅
雨
前
繰
豪
雨
に

よ
り
災
害
を
受
け
た
農
林
水
産
業
施

設
災
害
後
旧
事
業
分
担
金
徴
収
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

本
年
六
月
及
び
七
月
の
牽
雨
に
よ
り

被
災
し
た
農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
災

害
復
旧
工
事
施
工
に
あ
た
り
、
受
益
者

か
ら
の
分
担
金
を
徴
収
す
る
た
め
の
も

の
。（農
地
一
件
、
水
路
二
件
、
農
道
一
件
）

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
集
例
の
一
部

改
正

国
の
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
制
度
要

綱
に
基
づ
く
貸
付
限
度
額
等
が
引
上
げ

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
も
こ

れ
に
準
じ
て
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

老
人
と
同
居
す
る
場
合
の
貸
付
床
面

横
の
上
限
を
「
百
六
十
五
平
方
メ
ー
ト

ル
」
に
、
改
修
資
金
、
貸
付
の
最
高
限

度
額
を
三
百
五
十
万
円
に

宅
地
耶
得
資
金
、
貸
付
の
最
高
限
度

額
を
五
百
万
円
に

明
道
児
童
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

運
営
委
員
会
に
関
す
る
事
項
の
整
備

並
び
に
土
地
交
換
登
記
に
よ
り
児
童
館

設
置
場
所
を
変
更
し
明
確
化
す
る
も
の
。

鳥
取
県
造
林
公
社
と
分
収
造
林
契
約

の
締
結

地
域
住
民
の
財
産
造
成
を
図
る
た
め

県
造
林
公
社
と
分
収
契
約
を
締
結
す
る

も
の
。
契
約
予
定
地

俣
野
字
福
谷
奥
カ
ゲ
三
八
八

一
五
四
、
六
二
平
方
〓

⑳

土
地
改
良
事
業

の
施
行

昭
和
五
十
八
年
度
か
ら

六
十
年
度
ま
で
の
間
に
お

い
て
、
俣
野
地
区
に
つ
い

て
施
行
を
計
画
す
る
土
地

改
良
事
業
の
承
認
。

農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

木
地
原
農
道
新
設
工
事

工
事
延
長
　
六
五
〇
㍍

▲農道新設工事が行われる木地原

（雲霞≡芦撃票至宝雲認諾冒）

俣
野
字
福
谷
奥
カ
ゲ
三
八
八
一
－
一

外
二
筆

九
一
、
四
六
〇
平
方
目

上
地
所
有
者
　
神
奈
川
財
産
区

過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更

過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
に
よ
り

昭
和
五
十
五
年
度
に
策
定
し
た
本
町
の

振
興
計
画
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
計
画

の
実
施
の
た
め
計
画
本
文
を
変
更
す
る

も
の
。

南
大
山
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
運

営
事
業
会
計
決
算
認
定

決
算
総
額
は
、
事
業
収
益
一
億
百

五
十
六
万
三
千
九
十
五
円
　
事
業
費
用

九
千
二
百
八
十
七
万
八
千
四
百
三
十
五

円
、
純
利
益
　
八
百
六
十
八
万
四
千
六

百
六
十
円
と
な
っ
て
い
る
。

総
務

・
九
月
七
日
、
江
尾
地
区
（
新
町
一

丁
目
）
　
に
設
置
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
有
蓋
空
地
用
防
火
水
槽
の
入
札
が

行
わ
れ
、
三
百
八
十
万
円
で
江
川
組

と
契
約
し
ま
し
た
。

常
設
消
防
が
置
か
れ
た
現
在
、
豊

富
を
水
利
の
確
保
は
大
切
で
す
。
町

で
は
随
時
計
画
に
基
づ
い
て
建
設
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
河
原
、
西
成
、
助
沢
地

区
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
配
備
し
ま

い
よ
い
よ
着
工

柿
原
地
区
簡
易
水
道

保
健

・
八
月
八
日
、
柿
原
地
区
簡
易
水
道

新
設
工
事
の
入
札
が
行
わ
れ
、
工
事

費
二
千
八
百
万
円
で
安
来
市
、
藤
井

水
道
工
務
店
と
契
約
し
ま
し
た
。
現

⑳

在
水
源
地
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

完
成
は
、
来
年
の
二
月
下
旬
の
予
定

で
す
。
・
八
月
三
十
一
日
、
第
三
回
日
野
町

江
府
町
日
南
町
衛
生
施
設
組
合
議
会

定
例
会
で
施
設
組
合
会
計
予
算
の
補

正
を
行
い
、
前
年
度
繰
越
金
一
千
二

十
一
万
三
千
円
を
計
上
、
こ
れ
に
伴

い
三
町
の
負
担
金
を
九
百
三
万
二
千

円
減
額
し
ま
し
た
。
本
町
の
減
額
は

二
百
九
十
九
万
円
で
す
。

企
画

・
九
月
五
日
、
バ
ス
路
線
変
更
に
伴

う
関
係
地
区
区
長
会
を
開
催
し
、
承

諾
を
え
ま
し
た
。
（
別
掲
）

建
設

・
建
設
倉
吉
工
事
事
務
所
が
計
画
し

て
い
ま
す
御
机
砂
防
ダ
ム
は
、
設
計

を
完
了
し
ま
し
た
。
着
工
は
、
用
地

買
収
完
了
後
の
予
定
で
す
。

・
中
国
横
断
自
動
車
道
に
つ
い
て
は

用
地
測
量
を
ほ
ぼ
完
了
し
、
現
在
作

業
道
の
設
計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

教
育

・
八
月
二
十
八
日
、
第
三
十
三
回
四

県
四
郡
市
総
合
体
育
大
会
が
自
任
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
行
わ
れ
、
一
千
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、
町
民
全
体
の

公
共
施
設
と
し
て
、
大
切
に
愛
讃
す

る
こ
と
を
第
一
義
と
し
、
広
く
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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羞
十

丁田府江

索
道
運
営
事
業
会
計
決
算
認
定

決
算
総
額
は
、
事
業
収
益
　
千
三
百

二
十
一
万
八
千
九
百
四
十
九
円
　
事
業

費
用
　
千
百
十
三
万
一
千
九
百
四
十
四

円
　
純
利
益
　
二
百
八
万
七
千
五
円
で

短
期
間
営
業
と
し
て
順
調
な
成
絆
を
収

め
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
額
に
、
二
億
三
千
百
二

十
三
万
九
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
二
十
一
億
九
千
二
百
八
十
二
万
三
千

円
と
す
る
。

主
を
補
正
内
容
は
、
農
村
基
盤
総
合

整
備
事
業
、
道
路
新
設
改
良
事
業
、
道

路
防
災
事
業
等
で
、
こ
れ
が
財
源
と
し

て
、
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
、
繰

越
金
、
町
低
な
ど
を
充
当
し
補
正
措
置

を
し
た
。

⑳

貸
ス
キ
ー
サ
ー
ビ
ス

ハ
ウ
ス
を
建
設

索
道
運
営
事
業
会
計
補
正
予
井

収
益
的
事
業
に
お
い
て

既
定
の
予
算
額
に
、
五
百
四
万
円
を

追
加
し
総
額
を
、
五
千
百
四
万
円
と
す

る

主
な
内
容
は
、
一
般
管
理
費
、
有
形

固
定
資
産
償
却
費
、
企
業
債
利
息
等
で

こ
れ
が
財
源
と
し
て
、
貸
ス
キ
ー
収
益

を
充
当
し
補
正
措
置
を
し
た
。
ま
た
、

資
本
的
事
業
に
お
い
て

附
帯
施
設
と
し
て
貸
ス
キ
ー
サ
ー
ビ

ス
ハ
ウ
ス
　
二
様
）
　
の
建
設
賛
　
千
三

百
万
円
を
追
加
、
こ
れ
が
財
源
と
し
て

企
業
偶
等
に
よ
り
補
正
措
置
を
し
た
。

▲スキーシーズンは、20000人のスキーヤ
ーでにぎわう南大山スキー場

奥
大
山
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
運

営
事
業
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
額
か
ら
、
百
二
十
八
万

四
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
一
億

二
千
九
百
三
十
六
万
八
千
円
と
す
る
。

主
な
内
容
は
、
歳
入
に
お
い
て
、
ス

キ
ー
取
扱
い
を
索
道
会
計
で
行
う
た
め

の
使
用
料
を
減
額
し
、
歳
出
に
お
い
て

施
設
修
繕
費
の
追
加
と
予
備
費
を
減
額

調
整
し
て
補
正
措
置
を
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
額
に
、
百
三
十
六
万
三

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
億
三

千
八
百
三
十
六
万
三
千
円
と
す
る
。

主
な
補
正
内
容
は

前
年
度
医
療
給
付
費
の
実
績
に
伴
い

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
の

医
療
喪
交
付
金
、
国
県
支
出
金
、
一
般

会
計
繰
入
金
の
精
算
を
す
る
も
の
で
、

前
年
度
の
繰
越
金
を
充
当
し
補
正
措
置

を
し
た
。

▲敬老者代表に江尾婦人会から花束
贈呈

力いっぱい競技
9月18日、各小学校区の町

民運動会が行われ、リレーや

仮装行列をどで楽い、秋の一

目を過しました。

長生きしてね
長年社会に貢献されたお年

寄りの労をねぎらい、長寿を

お祝いしようと、9月15日の

敬老の日に、各地区で敬老会

が行われ、お年寄りたちは、

会食や演芸で楽しい一日を過

ごしました。

また、町では、今年も数え年

70歳以上687人に記念品とし

て洋がさをお贈りしました。

教育委員に

佐伯嘲臨再任

九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
る
教

育
委
員
の
後
任
に
、
佐
伯
晴
代
さ
ん
（
江

尾
）
が
、
全
員
一
致
で
同
意
さ
れ
た
。

▲水戸黄門さんも登場
（俣野地区で町民運動会）
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耳
や
こ
と
ば
の
不
自
由
な
人
に

電
話
お
願
い
手
帳

耳
や
言
葉
の
不
自
由
を
人
が

外
出
先
で
緊
急
に
電
話
連
絡
し

た
い
と
き
近
く
の
人
に
頼
み
や

す
い
よ
う
に
と
電
話
局
が
「
電

話
お
願
い
手
帳
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
手
帳
に
　
「
私
の
代
わ
り

に
電
話
を
し
て
下
さ
い
」
と
書

か
れ
、
用
件
を
メ
モ
す
る
空
欄

が
あ
り
ま
す
。
「
電
話
お
願
い

手
帳
」
を
示
し
、
電
話
依
頼
の

メ
モ
を
渡
さ
れ
ま
し
た
ら
、
み

そ
さ
ん
の
暖
い
手
で
心
上
く
電

話
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

良
く
言
わ
れ
る
事
に
、
「
体
力
の

衰
え
は
足
腰
か
ら
く
る
…
…
」
と
言

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

中
年
に
を
っ
て
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等

を
始
め
ら
れ
る
方
が
多
い
の
は
、
そ

れ
が
手
軽
を
運
動
で
あ
る
と
同
時
に

足
腰
の
重
要
性
を
良
く
知
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

足
腰
の
健
康
に
つ
い
て
、
よ
く
引

合
い
に
出
さ
れ
る
話
に
、
「
ロ
ン
ド

ン
の
二
階
バ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

英
国
の
ロ
ン
ド
ン
で
、
成
人
病
の

調
査
を
行
っ
た
時
、
二
階
建
バ
ス
に

乗
務
し
て
い
る
運
転
手
と
車
掌
の
全

員
に
つ
い
て
、
〓
疋
期
間
の
追
跡
調

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
毎
日
〈
席
に
座
り

続
け
の
運
転
手
よ
り
も
、
車
内
の
階

段
を
常
時
、
の
ぼ
り
降
り
し
て
い
る

車
掌
の
万
が
、
は
る
か
に
成
人
病
の

発
病
率
が
低
か
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
運
動
を
す
る
事
は

単
に
体
力
を
つ
け
る
の
み
で
古
く
、

種
々
の
病
気
を
予
防
す
る
事
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。

現
代
人
は
、
菅
に
く
ら
べ
身
体
を

動
か
す
こ
と
が
少
を
く
在
っ
て
い
ま

す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
、
効
果
的

を
運
動
を
行
い
、
身
体
の
諸
機
能
の

活
性
化
を
計
り
ま
し
ょ
う
。

＝
お
た
ず
ね
に
答
え
て
＝

い
く
つ
か
の
年
金
制
度
を
渡
り

歩
い
た
人
の
老
齢
年
金
は

お
尋
ね
し
ま
す

大
正
十
一
年
二
百
二
十
日
生
ま

れ
の
者
で
す
。
発
足
当
印
か
ら
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

途
中
九
年
間
は
ど
厚
生
年
金
に
加

人
し
た
期
間
が
あ
る
の
で
、
国

民
年
金
は
十
年
く
ら
い
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、
年
金

は
ど
う
在
り
ま
す
か
。

ぺ

⑳
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お
答
え
し
ま
す

自
営
業
で
あ
っ
た
人
が
会
社
に

勤
め
た
り
し
た
場
合
に
、
国
民
年

金
と
厚
生
年
金
と
い
う
よ
う
に
年

金
制
度
を
渡
り
歩
く
こ
と
に
を
り
、

一
つ
の
制
度
か
ら
老
齢
年
金
を
受

け
る
の
に
は
期
間
が
足
り
を
い
場

合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
と
き
は
、
年
金
制
度
に
加
入
し

た
期
間
を
通
算
し
て
、
所
定
の
年

数
を
満
た
し
た
と
き
に
通
算
老
齢

年
金
が
出
ま
す
。

こ
の
通
算
老
齢
年
金
を
受
け
る

に
必
要
を
年
数
は
、
国
民
年
金
と

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
と
通
算
す

る
と
き
は
「
二
十
五
年
」
、
厚
生

年
金
と
共
済
組
合
を
ど
国
民
年
金

以
外
の
年
金
制
度
と
の
と
き
は
「

⑳

二
十
年
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
昭
和
三
十

六
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度

発
足
時
に
三
十
一
歳
を
超
え
て

い
た
人
に
つ
い
て
、
こ
の
「
二

十
五
年
」
を
「
十
年
か
ら
二
十

四
年
ま
で
」
、
年
齢
に
応
じ
て

期
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
年
齢
の
場
合
は
、

必
要
な
期
間
が
「
十
六
年
」
と

を
っ
て
お
り
、
す
で
に
国
民
年

金
十
年
と
厚
生
年
金
の
九
年
の

合
計
十
九
年
の
期
間
が
あ
り
ま

す
の
で
、
六
十
歳
か
ら
厚
生
年

金
の
九
年
分
、
六
十
五
歳
か
ら

国
民
年
金
の
十
年
分
の
通
算
老

齢
年
金
が
出
ま
す
。

成

功

さ

せ

よ

う

山
岳
競
技

わかとり国体①轡
わ
か
と
り
国
体
も
あ
と
二
年
余
り
と
せ
ま
っ

て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
町
で
は
、
山
岳
競
技

の
踏
査
と
縦
走
、
そ
し
て
開
始
式
が
行
わ
れ
ま

す
。こ
の
大
会
が
、
町
民
総
合
参
加
の
も
と
に
開

か
れ
、
実
の
あ
る
大
会
と
す
る
た
め
、
私
た
ち

の
町
で
も
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
先
催
県
の

準
備
状
況
の
調
査
や
基
本
的
事
項
の
審
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
体
へ
の
理
解
を
得
る
た
め
、
今

月
号
か
ら
国
体
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

一
チ
ー
ム
　
（
三
名
）
で
四
十
琵
～
六

十
㌍
〓
人
当
り
二
十
琵
）
の
荷
を

背
負
っ
て
踏
査
し
、
定
点
の
確
認
や

コ
ー
ス
の
観
察
の
正
確
さ
と
速
さ
を

競
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
関
金
町
と
本
町
の
大

平
～
御
机
・
笠
良
原
～
城
山
の
二
コ

ー
ス
で
す
。

江

通算老齢年金の短縮期間

生　 年　 月　 日 昭和36．4．1

当時の年齢

昭和36．4．l

以後の必要

な合計加入

期 間

昭和 5 年 4 月 2 日以後 満3 0歳 まで 2 5年

昭和 4 年 4 月 2 日一昭和 5 年 4 月 日 満3 1歳 2 4年

昭和 3 年 4 月 2 日一昭和 4 年 4 月 日 満32歳 2 3年

昭和 2 年 4 月 2 日一昭和 3 年 4 月 日 満33歳 22年

大正 15年 4 月 2 日一昭和 2 年 4 月 日 満34歳 Z I年

大正14年 4 月 2 日一大正 15年 4 月 日 満35歳 20年

大正13年 4 月 2 日一大正 川手 4 月 日 満36歳 I9年

大正 12年 4 月 2 日一大正 13年 4 月 日 満37歳 18年

大正 Il年 4 月 2 日一大正 12年 4 月 日 満38歳 17年

大正 10年 4 月 2 日一大正 目年 4 月 日 満39歳 16年

大正 9 年 4 月 2 日一大正 川手 4 月 日 満40歳 15年

大正 8 年 4 月 2 日一大正 9 年 4 月 日

日

日

日

満4 1歳 14年

大正 7 年 4 月 2 日一大正 8 年 4 月 満4 2歳 13年

大正 6 年 4 月 2 日一大正 7 年 4 月 満4 3歳 12年

大正 5 年 4 月 2 日一大正 6 年 4 月 満4 4歳 l l年

大正 5 年 4 月 I 日以前 満4 5歳以上 10年

山
岳
親
技
の
あ
ら
ま
し

山
岳
競
技
は
、
社
団
法
人
日
本
山

岳
協
会
が
定
め
た
登
山
の
技
術
や
知

識
を
正
し
く
、
広
く
普
及
し
、
事
故

防
止
と
登
山
の
振
興
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
自
然
を
競
技
場
と
し

て
、
競
技
規
則
に
定
め
ら
れ
た
方
法

で
、
登
山
の
技
術
や
知
識
を
正
確
迅

速
に
展
開
す
る
競
技
で
す
。

種
目
は

縦
走
競
技
　
（
T
）

一
日
二
十
五
は
…
以
内
の
コ
ー
ス
を

一
チ
ー
ム
　
（
三
名
）
　
で
、
男
子
六
十

詑
∵
二
人
当
り
二
十
詑
）
女
子
四
十

五
㌍
二
人
当
り
十
五
詑
）
　
の
荷
を

背
負
っ
て
縦
走
し
、
歩
行
・
幕
営
・

装
備
等
の
技
術
と
速
さ
を
競
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
船
上
山
～
大
山
寺
、

大
山
寺
～
鏡
ケ
成
、
犬
狭
峠
～
蛇
ケ

帆
、
蛇
ケ
帆
～
鏡
ケ
成
の
五
コ
ー
ス

で
す
。
誉
撃
競
技
　
（
R
）

高
度
差
四
十
㍍
以
内
、
平
均
斜
度

六
十
度
～
八
十
度
の
岩
壁
で
一
チ
ー

ム
　
（
三
名
）
で
行
動
し
、
萱
撃
と
懸

垂
下
降
の
技
術
と
速
さ
を
競
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
赤
碕
町
船
上
山
で
す
。

踏
査
競
技
　
（
S
）

一
日
八
描
十
十
五
は
…
の
コ
ー
ス
を

国体成功に向けて

九
月
二
十
一
日
、
日
輪
闇
で
第
四

十
回
国
民
体
育
大
会
江
府
町
実
行
委

員
会
の
総
会
が
五
十
人
出
席
し
て
行

わ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告
、

決
算
及
び
五
十
八
年
度
事
業
計
画
・

予
算
が
審
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
島
根
国
体
編
「
明

日
へ
の
躍
動
」
と
題
し
た
映
画
の
上

映
を
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
国
体

開
催
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
積
極
的
に
参
加
し
、
国
体

成
功
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。
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四角形

Soumu
四角形



（8）昭和58年10月1日発行

あ

り

が

と

う

ご
ざ
い

ま
し
た

（
八
月
中
寄
託
分
）

報町府江

香
典
返
し
と
し
て

美
　
用
　
下
垣
　
稔
殿

（
長
男
誠
様
ご
逝
去
）

日
の
語
　
加
藤
和
恵
殿

（
夫
昭
義
様
ご
逝
去
）

米
吉
悪
鍼
光
大
冊
殿

（
祖
母
下
垣
毒
す
様
ご
逝
去
）

新
＝
‥
西
日
　
門
殿

（
父
定
則
様
ご
逝
去
）

佐
　
川
　
前
角
　
優
殿

（
父
丈
三
郎
梯
ご
逝
去
〉

内
祝
と
し
て

本
四
　
藤
堂
昌
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
捕
部
ふ
い
殿
（
ご
本
人
様
退
院
〉

佐
川
　
森
谷
英
一
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
宮
本
繁
明
殿
〈
ご
本
人
梯
退
院
）

杉
谷
　
片
山
節
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

斬新佐佐本　本美　美武
一　一一一　川　川　二　二　用　用　庫

美　　佐
用　　川

梅
林
実
美
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

下
垣
鶴
泊
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

川
上
町
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

岡
本
一
二
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

山
本
政
枝
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

森
谷
静
枝
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

渡
辺
光
彦
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

岡
本
晴
香
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

岡
本
哲
朗
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
付

住
田
孝
治
殿

建
設
大
臣
表
彰
受
彰
内
祝

川
上
か
め
よ
殿

手

ま

り

　

3

2

コ

命令命令㈱

人の動き
命砂命令♯命や

（8月届）

ふ
る
さ
と
地
毛
讐
⑨

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

久
遠
　
竹
内
　
敦
郎

久
連
　
竹
内
　
琢
郎

実
用
　
高
津

下
蚊
屋
筒
升

佐
川
　
加
藤

大朋　和
介之　也

明　治幸　哲哲
博基夫郎郎

長　二　長　三　二
男　男　夕　男　男

問
こ
結
婚
を
祝
し
ま
す

小
島
加
藤

門
）

小
倉
　
陳
平

久
岡
　
成
子

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
1
こ
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

∴
二
一

谷
‖
　
和
彦

杉
山
佳
代
子

‥善意銀行受払報告‥

1．7円木累計額

1，308，237日

2．811中‘寄付額

324，539日

内　訳

香典返し　75，000日

快気祝178．125「り

そ　の他　71，414円

3．支出紳

需用　費　10，000日

4．8円末累計額

1，622，776円

木
下
　
五
六
三

佐
々
木
二
一
都
子

－
1
．
」

森
川

二
京
都
府
舞
鶴
市

俣
野
か
ら

江
　
尾

香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
か
ら

西
伯
郡
中
山
町

武
庫
か
ら

実
　
用

蟻
港
市
か
ら

日
野
郡
日
野
町

武
庫
か
ら

宮
　
市

埼
玉
県
熊
谷
市
か
ら

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

鏡
ケ
成
（
か
が
み
が
な
る
）

御
　
机

「
鏡
」
の
文
字
は
人
の
姿
や

物
の
像
な
ど
を
う
つ
し
見
る
具

を
連
想
さ
せ
る
。
し
か
し
、
地

名
の
「
か
が
み
」
に
は
、
錠
・

加
賀
見
・
否
々
美
・
香
美
・
各

務
の
文
字
が
当
て
ら
れ
、
「
コ

ー
ゲ
」
か
ら
転
じ
た
も
の
と
い

わ
れ
る
。
柳
田
国
男
は
『
地
名

の
研
究
』
の
を
か
で
「
中
国
地

方
で
は
一
般
に
、
高
原
の
草
生

地
の
水
の
流
れ
に
乏
し
い
処
を

カ
ウ
ゲ
」
と
い
う
と
記
し
て
い

盲
止
る
は
、
山
腹
の
傾
斜

の
比
較
的
緩
や
か
を
土
地
の
称

で
、
「
平
」
の
文
字
を
当
て
た

も
の
が
多
い
。

江
府
町
内
に
は
鋲
ケ
成
の
ほ

か
に
、
大
河
原
・
吉
原
に
「
鏡

谷
」
、
俣
野
・
吉
原
・
大
河
原

に
「
大
成
」
、
御
机
に
「
池
の

成
」
、
大
河
原
に
「
ホ
ウ
ソ
カ

成
」
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
地
形
的
に
大
山
中

腹
の
緩
傾
斜
地
で
、
高
原
状
の

草
生
地
が
多
い
。

新
一
　
西
m
　
定
則

佐
川
　
前
角
丈
－
二
郎

大
河
原
安
机
一
雄

58　78　51

歳歳歳

繍
殿
口
（
う
ど
の
ぐ
ち
）美
　
欄

「
和
名
抄
」
に
駿
河
国
「
有

産
」
の
郡
が
あ
る
。
『
大
日
本

地
名
辞
書
」
は
「
有
壕
て
ふ
語

意
は
植
物
の
義
」
と
し
て
い
る
。

「
う
ど
」
に
は
こ
の
他
に
、
山

野
の
一
部
が
雨
水
に
流
さ
れ
て

深
く
凹
ん
だ
所
を
い
う
地
形
的

意
味
も
あ
る
。

美
用
の
　
「
う
ど
の
ぐ
ち
」
は
、

美
用
集
落
の
県
道
南
側
の
附
近

で
、
南
端
が
東
西
に
長
く
美
岡

谷
の
深
い
断
崖
で
切
れ
て
お
り
、

地
形
に
起
因
す
る
地
名
と
考
え

ら
れ
る
。

箸
建
（
は
し
だ
て
）下
蚊
屋

日
本
三
栄
の
‥
つ
に
天
の
橋

立
が
あ
る
。
天
の
橋
立
の
「
は

し
だ
て
」
は
ハ
シ
ゴ
を
立
て
た

よ
う
に
け
わ
し
い
岩
山
を
さ
す

語
と
い
う
。

下
蚊
屋
の
箸
建
は
、
ヌ
ク
湯

上
流
の
右
岸
で
三
反
ば
か
り
の

水
田
地
を
い
う
が
、
そ
の
北
一

帯
に
せ
ま
る
絶
壁
を
さ
し
た
地

名
と
思
わ
れ
る
。
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